
世界糖尿病デーを記念する「糖尿病市民公開講座」が 11 月 23 日、京都市左京区の『みやこめっせ』で開催さ
れました（主催：武田病院グループ、京都ライオンズクラブ／共催：アークレイマーケティング）。
当日は、武田純院長（康生会武田病院／京都ライオンズクラブ会長）が座長となり、京都府立医科大学の福井
道明教授（大学院内分泌・代謝内科学）、京都大学大学院の矢部大介教授（大学院医学研究科糖尿病・内分泌・栄
養内科学）が登壇。市民向けの分かりやすい講演を行いました。
講演では「牛丼と牛皿定食での血糖値上昇の違い」など、身近な例による“急激な血糖値変化を避けるテクニック” 

が披露されるなど、会場は終始笑いに包まれ、参加者は楽しみながら学びを得ました。
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内服薬

水分制限
入院中の食事

内服薬の管理も薬剤師・看護師が行います。

水分制限がある場合は制限内で飲水していた
だきます。

患者さんの状態に合わせた「特別食」です。

当院では「心不全教育入院」を行っています。これは、

約 1 週間の教育入院で「どういうことをしたらいけない

か」「どういうことをしてもいいのか」を覚えていただき、

紹介元の先生の外来治療に役立ててもらうプログラム

で、先生方や患者さんからもご好評いただいています。

是非ご利用ください。

医師・看護師から説明

心肺運動負荷検査
心臓の超音波検査
心電図検査
エックス線撮影

薬剤師の服薬指導

心臓リハビリを開始
管理栄養士による食事の説明

日目

日目

日目

日目

心不全教育入院フロー




